
「川床中学校の長島史跡巡り(SDGs学習)の取組」 

１．学校名 長島町立川床中学校 

２．学年・人数 １年生 14人 

３．日時・場所 令和６年10月２日（水） 長島町内 

４．活用に取り

組んでいる史跡

の名称・時代・特

徴について 

⑴ 史跡等 
長島町歴史民俗資料館 
小浜崎古墳（おはまざきこふん）：５世紀 
鬼塚古墳（おにつかこふん）：６世紀後半 
白金古墳（しらかねこふん）：６世紀後半 
明神古墳群（みょうじんこふんぐん）：古墳時代末期 
堂崎城跡（どうざきじょうあと）：戦国時代 
遣唐使漂着の地・唐隈（けんとうしひょうちゃくのち・からくま）：778年 
万葉歌碑（田尻・火之浦） 

⑵ 特徴 
・ 小浜崎古墳：小浜崎半島の先端にあり，長島では最も古い。１号古墳
は墳丘の直径4.6ｍの積石塚で，２号古墳は墳丘の直径が15ｍほどの美
しい円墳でである。両方とも石室は古い形態の竪穴式石室。 

・ 鬼塚古墳：１号古墳は，石室はかなり大きな石で造られた横穴式石室
で，墳丘の直径は約11ｍの円墳である。すぐ側には長さ約2ｍの箱式石
棺があり，２号古墳と呼ばれている。 

・ 白金古墳：金環や銀環，勾玉など県下最大級の装飾品を出土した古墳。
墳丘の長さは7.3ｍの積石塚で石室は横穴式石室である。 

・ 明神古墳群：海岸の自然丘陵上に築かれた約30基の群集墳。出土品で
は鉄刀，錐，土師器，須恵器，人骨などの他，大量の鉄鏃が出土した。
３号墳では直径６センチメートルの鏡が出土している。 

・ 堂崎城跡：長島氏の居城であった堂崎城は，城主天草越前正の1565年，
島津氏に攻略された。登城口の石段は当時のままのものである。 

・ 遣唐使漂着の地・唐隈：778年，第12回遣唐使は帰国の途中で遭難し，
４隻の内の第１船が長島に漂着，41人が救助された。 

５．活用の取組

において地域と

の連携や工夫し

た点等 

 ＳＤＧｓ学習の一環として，長島町の歴史や文化を知り，守り伝えようと
する態度を育てることにより，地域の持続可能な発展・活性化につなげるこ
とを目的とした。（ＳＤＧｓ目標との関連 目標 11「住み続けられるまちづ
くりを」） 
 町歴史民俗資料館の学芸員に同行してもらい，史跡等の解説をしていただ
いた。 

６．取組の様子 

（研究発表等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【１年生生徒】 
これまで長島に住んでいるが，こんなにたくさんの古墳があることに驚い

た。もっと長島のことを知りたいと思った。 
【教職員】 
生徒にとって長島の歴史を知ることは，自分たちのルーツをたどるもので

もあり，興味をもって臨むことができた。また，学芸員の説明が分かりやす
く，ふるさとのことを知るよい機会となった。 

 

〔史跡の活用事例〕 

 

小浜崎古墳 

 

遣唐使漂着の地・唐隈 


